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励起状態を高エネルギーに変換するアップコンバージョン(UC)は、光を短波長変換する光 UC

などの分野において盛んに研究されてきた。一方、講演者らは、有機半導体のドナー／アクセプ

ター界面で起こる電荷分離・再結合過程を利用した三重項励起子の生成と、界面近傍での三重項

－三重項消滅(TTA)によるUC発光を組み合わせることで、革新的な光変換素子を開発してきた。

これまでに、固体中で従来よりも二桁程度高い効率で近赤外光を可視光に変換できる光 UC 素子

[1]や、世界最小電圧で発光する青色有機 EL素子を開発した[2][3]。これらの革新的な発光素子の

実現の鍵となったのは、界面での電荷移動状態を介したスピン反転[4]、界面を使ったことによる

三重項励起子の二次元的な濃縮[5]や、三重項対のスピン変換[6]、低エネルギー損失での効率的な

電子移動[7]など、界面という特殊な場において起こる特徴的な多段階の励起子変換プロセスであ

る。本講演では、固体薄膜での光 UC や超低電圧発光有機 EL などの特徴的なデバイス開発の研

究に加えて、界面での多段階励起子変換メカニズムの解明などのこれまでの研究成果をまとめて

紹介する。 
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